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332-C地区関連　6月度の予定
日程 行　　事

5 月 次期三役スクール 14：00～
（TKPガーデンシティ）

9 金 332複合 ラオス小学校 開校式

30 金 第100回ライオンズクラブシカゴ国際大会
（2017年5月10日現在）

　

今
回
ボ
ブ・
コ
ー
リ
ュ
ー
国
際
会
長

テ
ー
マ「
次
な
る
山
を
目
指
し
て
」を
受
け
、

第
63
回
地
区
年
次
大
会
の
テ
ー
マ
を「
あ

の
山
を
越
え
る
の
は
あ
な
た
」と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
私
達
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
越
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
課
題
を

共
有
し
、相
当
な
理
解
と
相
互
扶
助
の
精

神
で
こ
れ
か
ら
の
100
年
に
向
け
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
大
い
な
る
発
展
に
尽
く
す
事

を
誓
い
、そ
の
為
の
同
志
と
し
て
の
絆
を

確
か
め
合
う
場
と
し
て
の
年
次
大
会
の

準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。又 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
社
会
へ
の
広
報
、

会
員
増
強
に
繋
げ
る
為
、4
月
21
日
河
北

新
報
の
朝
刊
へ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の〝
歴

史
〞、第
63
回
地
区
年
次
大
会
、今
期
の
名

誉
顧
問
、各
ク
ラ
ブ
の
三
役
、各
支
部
、ラ

イ
オ
ネ
ス
、レ
オ
ク
ラ
ブ
を
完
全
見
開
き

で
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
頂
い
た
事
が

大
変
好
評
で
し
た
。大
会
当
日
は
、公
私

共
大
変
お
忙
し
い
中
御
臨
席
賜
り
ま
し
た

多
く
の
御
来
賓
の
皆
様
、そ
し
て
今
期
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
100
周
年
と
い
う
事

で
積
極
的
に
御
参
加
頂
い
た
ラ
イ
オ
ン
の

皆
様
の
お
か
げ
で
年
次
大
会
が
無
事
盛
会

裏
に
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。改
め
て

小
池
總
明
年
次
大
会
委
員
長
は
じ
め
、ホ

ス
ト
ゾ
ー
ン
の
1
R
1
Z
、2
Z
、3
Z

の
皆
様
、更
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
初
体
験
の

メ
ン
バ
ー
が
多
い
中
、す
ご
く
頑
張
っ
て

頂
い
た
執
行
部
の
皆
様
、そ
し
て
関
係
者

の
皆
様
に
対
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、午
前
の
各
分
科
会
、代
議
員

総
会
を
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、正
午

よ
り
東
北
大
学
萩
ホ
ー
ル
で
川
畠 

成
道

さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

の
公
演
、そ
の
後
同
会
場
で
年
次
大
会
式

典
を
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
開
始
し
、式

典
終
了
後
再
度
国
際
セ
ン
タ
ー
に
戻
り

〝
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
〞を
午
後
四
時
か
ら
開

催
し
て
慌
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
が
最
後
ま
で

残
っ
て
い
る
中
、お
互
い
同
志
で
あ
る
事
、

仲
間
で
あ
る
事
を
共
に
喜
び
、そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
共
に
頑
張
ろ
う
と
、和
田
ア
キ

子
さ
ん
の〝
あ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な

た
〞を
替
え
歌
に
し
た
今
回
の
年
次
大
会

テ
ー
マ〝
あ
の
山
を
越
え
る
の
は
あ
な
た
〞

を
全
員
で
の
合
唱
は
と
て
も
感
動
的
で
最

高
で
し
た
！
年
次
大
会
で
は
竹
下
直
義
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
、原
田
善
征
第
一
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
誕
生
し
ま
し

た
の
で
来
期
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
期
も
残
す
所
二
ヶ
月
を
切
り
ま
し

た
が
、メ
ガ
ネ
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、ラ
オ
ス
の
小
学
校
建
設
、今
回

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

L
2
0
0
0
な
ど
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、最
後

ま
で
気
を
抜
か
ず
し
っ
か
り
や
り
通
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
地
区
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、

そ
し
て
最
後
ま
で
の
御
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ガバナー
L.岩本 政郁
（仙台青葉LC）
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萩
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
35
年
、

当
時
の
東
北
大
学
学
長
で
あ
っ
た
黒
川
教
授

（
医
学
部
）の
名
前
を
と
っ
て
黒
川
記
念
講
堂

と
称
さ
れ
、次
に
東
北
大
学
川
内
記
念
講
堂

と
呼
ば
れ
、昭
和
30
年
代
の
入
学
式・
卒
業

式
に
使
わ
れ
て
い
た
。現
在
は
、東
北
大
学

創
立
１００
周
年
を
記
念
し
て
改
装
さ
れ
、「
萩

ホ
ー
ル
」と
呼
ば
れ
て
、一
般
の
市
民
に
開

放
さ
れ
て
い
る
。３３２
│
C
地
区
の
年
次
大
会

で
は
初
め
て
の
会
場
と
な
っ
た
。

♪
青
葉
も
ゆ
る

　

こ
の
み
ち
の
く

　

今
こ
こ
に

　

は
ら
か
ら
わ
れ
ら

　

力
も
て
歌
う

　

平
和
の
讃
歌

東
北
大
学
学
生
歌
よ
り
抜
粋
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於「萩ホール」東北大学講堂　2017年4月23日㈰

第63回 332-C 地区
年 次 大 会 開 催！！
ライオンズクラブ創立100周年記念

2016-2017
大会スローガン



　
新
緑
が
仙
台
青
葉
山
に
芽
生
え
て
、山

笑
う
季
節
が
到
来
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３３２
│
C
地
区
の

岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
が
、こ
の
一
年
精
魂

を
込
め
て
活
動
し
た
実
績
を
地
区
の
ラ
イ

オ
ン
に
報
告
す
る
日
で
あ
る
。

　
午
前
9
時
前
よ
り
各
ク
ラ
ブ
を
代
表
す

る
代
議
員
が
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
展
示
棟

に
参
集
し
て
い
た
。午
前
₁0
時
よ
り
全
体

会
議
が
執
り
行
わ
れ
、審
議
す
べ
き
事
項

が
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
提
示
さ
れ
た
。

　
第
一・第
二
の
分
科
会
に
分
か
れ
₄0
分

ほ
ど
審
議
さ
れ
て
、再
び
午
前
₁₁
時
よ
り

全
体
会
議
で
ま
と
め
ら
れ
た
審
議
事
項
を

ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
よ
り
各
々
発
表

さ
れ
た
。議
案
は
全
て
満
場
一
致
で
可
決
し
、

午
前
の
代
議
員
会
は
無
事
終
了
し
た
。
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分科会

第63回 332-C 地区
年 次 大 会 開 催！！



　
正
午
か
ら「
萩
ホ
ー
ル
」に
お
い
て
、バ
イ
オ

リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、年

次
大
会
の
序
曲
に
相
応
し
い
雰
囲
気
と
な
っ
た
。

午
後
1
時
過
ぎ
か
ら
は
、大
会
へ
の
参
加
者
が

次
々
と
入
場
し
て
き
た
。３３２
│
C
地
区
の
₆₇
ク

ラ
ブ
と
支
部
、ラ
イ
オ
ン
レ
デ
ィ
ー
、ネ
ス
ク

ラ
ブ
、レ
オ
ク
ラ
ブ
合
わ
せ
て
６３４
名
が
登
録
さ

れ
た
。

　
司
会
は
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

沼
田
茂
L（
仙
台
青
葉
ク
ラ
ブ
）を
中
心
に
執

り
行
わ
れ
た
。
第
₆3
回
地
区
年
次
大
会
委
員

長
の
名
誉
顧
問
小
池
總
明
L（
仙
台
青
葉
ク
ラ

ブ
）の
開
会
宣
言
に
よ
っ
て
こ
の
大
会
の
幕
は

下
さ
れ
た
。小
池
L
は「
仙
台
名
物
、定
禅
寺

通
の
ケ
ヤ
キ
並
木
の
新
緑
が
芽
吹
く
素
晴
ら
し

い
日
で
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、今
日
は
大
安
吉

日
と
い
う
特
別
な
佳
き
日
に
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
３３２
│
C
地
区
第
₆3
回
地
区
年

次
大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、ご
来
賓
を

は
じ
め
多
数
の
ラ
イ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
と
ラ
イ
オ

ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
こ
の
よ
う
に
大
勢
お
集
り
い

た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、ま
こ
と

嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。本
当
に
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。さ
て
、こ
の
地
区

年
次
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
あ
の
山
を
越
え
る

の
は
あ
な
た
」で
あ
り
ま
す
。年
次
大
会
は
、国

際
協
会
と
準
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
目

指
す
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
、そ
こ
に
到
達
す
る

た
め
の
創
造
的
で
新
し
い
方
法
を
話
し
合
う
場

で
あ
り
ま
す
。岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
が
提
唱
す

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、8
大
目
標
を
掲
げ
て

推
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、準
地
区
の
各
ラ
イ

大会式典の司会者　沼田茂L（写真右）花束の贈呈
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第
₆₃
回 

地
区
年
次
大
会
式
典

川畠成道チャリティコンサート



そ
し
て
、準
地
区
の
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

今
期
の
目
標
を
確
認
し
て
頂
き
、次
世
代
の
ク

ラ
ブ
の
１００
周
年
に
向
か
っ
て
精
進
努
力
し
て
参

り
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ご

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
お

か
げ
で
順
調
に
結
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
は
、ご
同
慶
に

堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
捧
げ
た
い

と
思
い
ま
す
」と
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。会

場
は
一
段
と
熱
気
に
包
ま
れ
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
創
立
１００
周
年
の
記
念
大
会
に
相
応
し
い
雰

囲
気
と
な
っ
た
。司
会
者
に
よ
っ
て
、来
賓
の

方
々
、参
加
ク
ラ
ブ
な
ど
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長
は「
本
日
は
、ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
１００
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
に
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３３２
│
C

地
区
の
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
、こ
う
し
て
大

勢
の
皆
様
の
ご
参
加
で
、ま
こ
と
に
ご
盛
会
で

あ
る
こ
と
を
私
も
本
当
に
嬉
し
く
思
う
次
第
で

す
。世
界
最
大
の
奉
仕
団
体
と
し
て
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
、日
々
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
る
こ
と
は
、世
界
中
の
方
が
ご
存
知
の
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。特
に
、東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
、私
ど
も
被
災
地
へ
の
世
界
中
か
ら
の

大
き
な
大
き
な
ご
支
援
を
頂
い
て
、こ
の
よ
う

に
生
活
再
建
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
本
当
に
多
く
の
方
の
ご
支
援
の
お
陰
だ
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
さ
ら
に
新
し
い
一
歩
が
開
か
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉

仕
の
精
神
が
、特
に
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
に

伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
る

所
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
の
皆
様
方
の
さ
ら
な

る
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
祝
辞
を

述
べ
た
。続
い
て
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。
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に
感
謝
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
。こ
の
拍
手

は
、こ
の
1
年
の
ガ
バ
ナ
ー
の
熱
心
な
奉
仕
活

動
を
労
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
盛
大
な
拍
手
で

あ
っ
た
。岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
は
こ
の
1
年
間
、

３３２
│
C
地
区
の
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
高
揚
の
た
め
、

尽
く
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。そ
れ
を
支
え
た
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
も

立
派
で
あ
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
ガ
バ
ナ
ー
挨
拶
で
あ
る
。そ
の
中

心
は
、第
1
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
揚
げ
た

8
大
目
標
と
5
つ
の
強
化
推
進
策
、4
つ
の
支

援
事
業
の
達
成
の
精
査
で
あ
る
。こ
の
目
標
や

計
画
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
、会
員
増
強
が
未
だ
不

透
明
で
あ
る
こ
と
を
理
路
整
然
と
わ
か
り
や
す

く
話
さ
れ
た
。こ
の
演
壇
で
短
時
間
で
は
語
ら

れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
思
え
ば
、エ
レ
ク
ト
が
取
れ
た
国
際
大
会
か

ら
帰
国
し
て
間
も
な
く
、全
地
区
の
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
を
す
べ
て
終
了
し
、年
4
回
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、さ
ら
に
L

－

1
グ
ラ
ン
プ
リ

　
い
よ
い
よ
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
の
入
場
で

あ
る
。一
段
と
会
場
の
熱
気
が
上
昇
し
た
。萩

ホ
ー
ル
の
南
入
口
よ
り
笑
顔
の
ガ
バ
ナ
ー
夫

妻
の
入
場
で
あ
る
。
先
頭
は
３３２
│
C
地
区
旗

を
持
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
の
菅
原
博
L

（
仙
台
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ
）、続
い
て
ガ
バ
ナ
ー
夫

妻
、最
後
は
地
区
の
金
庫
番 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

計
の
佐
藤
明
L（
仙
台
青
葉
ク
ラ
ブ
）と
続
い
た
。

地
区
三
役
が
雛
壇
に
昇
れ
ば
一
段
と
拍
手
が
大

き
く
な
っ
た
。そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、ガ
バ

ナ
ー
は
両
手
を
広
げ
て
参
加
し
た
各
ラ
イ
オ
ン

Ⅱ
の
炊
き
出
し
コ
ン
ペ（
仙
台
市
役
所
前
広
場
）、

さ
ら
に
複
合
レ
ベ
ル
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
学
校

建
設
の
レ
ガ
シ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、次
か

ら
次
へ
と
ガ
バ
ナ
ー
の
奉
仕
活
動
は
続
い
た
。

こ
の
挨
拶
の
中
で
、思
い
は
走
馬
灯
の
如
く
駆

け
巡
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
と
思
う
。

　
次
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
の
菅
原
博
L（
仙

台
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ
）、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の

佐
藤
明
L（
仙
台
青
葉
ク
ラ
ブ
）の
年
次
報
告

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
あ
っ
た
。

今年度の表彰は、国際協会賞、地区
ガバナーアワードの表彰関係は大
会のスクリーンで紹介された。（大
会誌に記載）

ガバナーの年次報告（岩本政郁ガバナー）

菅原キャビネット幹事報告

2017.5
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ガバナー入場



　
年
次
大
会
の
終
盤
は
恒
例
の
ガ
バ
ナ
ー

エ
レ
ク
ト
竹
下
直
義
L（
仙
台
萩
ク
ラ
ブ
）

の
登
場
で
あ
る
。幹
事・
会
計
予
定
者
と

竹
下
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
は
午
後
4
時
過

ぎ「
萩
ホ
ー
ル
」南
口
よ
り
、サ
ー
チ
ラ
イ

ト
を
浴
び
て
登
場
し
た
。再
び
館
内
に
熱

気
が
戻
っ
て
き
た
。雛
段
に
登
場
し
て
地

区
旗
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
キ
ー
を
現
三
役
よ

り
渡
さ
れ
て
、新
し
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ

無
事
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
に
よ
っ

て
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
竹
下
直
義
L

（
仙
台
萩
ク
ラ
ブ
）が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
た
。

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
登
場
で
あ
る
。

　
エ
レ
ク
ト
と
し
て
の
挨
拶
と
し
て
は

極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

3
時
間
に
及
ぶ
年
次
大
会
の
締
め
括
り
と

し
て
は
、む
し
ろ
参
加
者
に
と
っ
て
は
大

い
に
受
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
第
₆3
回
地
区
年
次
大

会
の
す
べ
て
が
終
了
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
で
垢
抜
け
の
し
た
年
次
大
会

で
あ
っ
た
。（ラ

イ
オ
ン
み
や
ぎ
編
集
委
員
）

大会参加者に応える岩本政郁ガバナー
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ガバナーエレクト入場

扌ガバナー晩餐会は24ページ



●河北新報に掲載した広告（平成29年4月21日）

＊塩釜LCの幹事が、１月に交代しておりましたが、当日の新聞広告では、交代前の方の名前で掲載しました。この紙
面上では、現在の幹事である松尾Lに修正させていただいております。大変申し訳ございませんでした（担当者より）

　1917 年、アメリカ・シカゴにライオンズクラブが誕生して今年で 100 周年を
迎えます。私は、今期 332-C 地区（宮城県）の地区ガバナーを拝命し、喜びと感
動とともに 100 年の歴史の重みとこれからの100 年に向けての節目のガバナーとして
の重責を感じながら活動してまいりました。おかげさまで、今年度の活動の集大成
である年次大会を開催する運びとなりました。また、地域社会の皆様におかれまし
ては、日頃から私たちライオンズクラブの活動に、ご理解とご協力をいただいており
ますこと、心より御礼を申し上げます。
　私たちのライオンズクラブの目的は、『WE SERVE 〜私たちは奉仕する〜』にあ
ります。そして、その目的のもとに世界各地で活動は継続され、ライオンズクラブは、
100 年という長い時間を経て、今や世界 212 ヶ国 140 万人の会員を有する世界最大
の社会奉仕団体となりました。私たちは、世界中の全ての奉仕団体の先導としての
自覚を持ち、新たなる100 年に向けてライオニズム（人道的奉仕）の進化を進めて
います。この年次大会を良いチャンスにして、私たちは県内各クラブをはじめとした
一人ひとりの会員と共に、自信と誇りを持って、私たちの地域社会のより良い未来を
切り拓いていける様、誓い合い、進んでまいります。
　今年 100 周年を迎えたライオンズクラブは、さらに新しい時代へと進んでいます。
これまでライオンズクラブを築いてきた諸先輩の皆様に最大限の敬意を表すととも
に、「温故知新」の精神で新しいライオンズクラブを築き上げてまいりたいと思います。

「人のためになることを始めるまでは成功したとはいえない」というメルビン･ジョーンズの個人的信条は、世界中の公共心ある人々を導く理念となりました。

仙台市 _1R 会長 幹事 会計

仙台 橋浦 愛武 柏葉 佳一郎 千葉 昭吾橋浦 愛武 柏葉 佳一郎 千葉 昭吾橋浦 愛武 柏葉 佳一郎 千葉 昭吾
仙台中央グリーン 作間 照男 山田 倫明 川口 裕子作間 照男 山田 倫明 川口 裕子作間 照男 山田 倫明 川口 裕子
仙台五城 佐々木 亨 高橋 健一 松本 卓司佐々木 亨 高橋 健一 松本 卓司佐々木 亨 高橋 健一 松本 卓司
仙台いずみ 松村 良則 石川 隆穂 伊藤 守松村 良則 石川 隆穂 伊藤 守松村 良則 石川 隆穂 伊藤 守
仙台東 細川 雄一 阿部 嘉弘 山田 憲司細川 雄一 阿部 嘉弘 山田 憲司細川 雄一 阿部 嘉弘 山田 憲司
仙台泉中央 斎藤 範夫 伊藤 博子 市川 哲也斎藤 範夫 伊藤 博子 市川 哲也斎藤 範夫 伊藤 博子 市川 哲也
仙台青葉 土岐 春夫 栗田 敏光 犬飼 健郎土岐 春夫 栗田 敏光 犬飼 健郎土岐 春夫 栗田 敏光 犬飼 健郎
仙台広瀬 山口 克宏 西脇 洋一 澁谷 孝志山口 克宏 西脇 洋一 澁谷 孝志山口 克宏 西脇 洋一 澁谷 孝志
仙台萩 石月 正美 小野寺 信介 相澤 公二石月 正美 小野寺 信介 相澤 公二石月 正美 小野寺 信介 相澤 公二
仙台瑞鳳 三上 榮一 山﨑 世紀子 齊藤 敞三上 榮一 山﨑 世紀子 齊藤 敞三上 榮一 山﨑 世紀子 齊藤 敞
仙台社 熊谷 直達 川原 眞也 堀内 章熊谷 直達 川原 眞也 堀内 章熊谷 直達 川原 眞也 堀内 章
仙台シティ 庄司 誠 中村 忍 設樂 憲史庄司 誠 中村 忍 設樂 憲史庄司 誠 中村 忍 設樂 憲史
仙台エコー 保坂 浩一 伊藤 長作 佐藤 惠一郎保坂 浩一 伊藤 長作 佐藤 惠一郎保坂 浩一 伊藤 長作 佐藤 惠一郎
仙台宮城野 郡山 勉 首藤 勝文 佐々木 知己郡山 勉 首藤 勝文 佐々木 知己郡山 勉 首藤 勝文 佐々木 知己
仙台第一 及川 憲敏 菊地 保 佐藤 真弓及川 憲敏 菊地 保 佐藤 真弓及川 憲敏 菊地 保 佐藤 真弓
仙台青雲 後藤 惠子 菊地 敏明 高見澤 倫子後藤 惠子 菊地 敏明 高見澤 倫子後藤 惠子 菊地 敏明 高見澤 倫子
仙台コア 佐藤 わか子 富田 真夫 鈴木 宏子佐藤 わか子 富田 真夫 鈴木 宏子佐藤 わか子 富田 真夫 鈴木 宏子
県南地域 _2R 会長 幹事 会計

名取 齋藤 剛生 佐藤 太 菅井 誠次齋藤 剛生 佐藤 太 菅井 誠次齋藤 剛生 佐藤 太 菅井 誠次
亘理 黒崎 敏郎 青田 秀明 木村 兵治黒崎 敏郎 青田 秀明 木村 兵治黒崎 敏郎 青田 秀明 木村 兵治
岩沼 原田 善征 鉾建 茂幸 齋 幸一郎原田 善征 鉾建 茂幸 齋 幸一郎原田 善征 鉾建 茂幸 齋 幸一郎
柴田 髙橋 盛次 村上 裕一 平間 奈緒美髙橋 盛次 村上 裕一 平間 奈緒美髙橋 盛次 村上 裕一 平間 奈緒美
大河原 菅野 睦雄 井上 今朝雄 佐藤 一三菅野 睦雄 井上 今朝雄 佐藤 一三菅野 睦雄 井上 今朝雄 佐藤 一三
丸森 渡辺 良仁 八島 克之 小野 一宏渡辺 良仁 八島 克之 小野 一宏渡辺 良仁 八島 克之 小野 一宏
山元 岩佐 一郎 斎藤 慶治 寺嶋 敏明岩佐 一郎 斎藤 慶治 寺嶋 敏明岩佐 一郎 斎藤 慶治 寺嶋 敏明
白石 小川 正人 佐藤 善一 森 善一小川 正人 佐藤 善一 森 善一小川 正人 佐藤 善一 森 善一
蔵王 太田 富造 小野寺 一昭 樽見 正志太田 富造 小野寺 一昭 樽見 正志太田 富造 小野寺 一昭 樽見 正志
川崎 鈴木 清安 岡田 正光 佐々木 進鈴木 清安 岡田 正光 佐々木 進鈴木 清安 岡田 正光 佐々木 進
白石益岡 髙橋 正衛 髙橋 恵美子 秋山 きみ子髙橋 正衛 髙橋 恵美子 秋山 きみ子髙橋 正衛 髙橋 恵美子 秋山 きみ子
村田 小林 茂 宇沼 重一 阿部 薫小林 茂 宇沼 重一 阿部 薫小林 茂 宇沼 重一 阿部 薫
七ヶ宿 髙橋 良夫 梅津 輝雄 佐藤 俊信髙橋 良夫 梅津 輝雄 佐藤 俊信髙橋 良夫 梅津 輝雄 佐藤 俊信
県央地域 _3R 会長 幹事 会計

塩釜 鈴木 嘉仁 佐藤 正昭 工藤 雅彦鈴木 嘉仁 佐藤 正昭 工藤 雅彦鈴木 嘉仁 佐藤 正昭 工藤 雅彦鈴木 嘉仁 佐藤 正昭 工藤 雅彦
多賀城 斎藤 孝一 加藤 則博 三浦 裕一斎藤 孝一 加藤 則博 三浦 裕一斎藤 孝一 加藤 則博 三浦 裕一
七ヶ浜 鈴木 郁夫 三好 康浩鈴木 郁夫 三好 康浩 小野寺 龍一朗
仙台高砂 石川 光次郎 鈴木 伸俊 伊藤 睦裕石川 光次郎 鈴木 伸俊 伊藤 睦裕石川 光次郎 鈴木 伸俊 伊藤 睦裕
仙台いわきり 遠藤 正明 千葉 和行 大木 俊則遠藤 正明 千葉 和行 大木 俊則遠藤 正明 千葉 和行 大木 俊則
利府 三浦 知則 加藤 篤 大森 政樹三浦 知則 加藤 篤 大森 政樹三浦 知則 加藤 篤 大森 政樹
仙台ニユーポート 大友 重則 鈴木 典征 板橋 知春大友 重則 鈴木 典征 板橋 知春大友 重則 鈴木 典征 板橋 知春
大和エコー 佐藤 茂 渡邊 仁 吉田 峰雄佐藤 茂 渡邊 仁 吉田 峰雄佐藤 茂 渡邊 仁 吉田 峰雄
塩釜中央 平山 優 小野寺 淳 小林 香代子平山 優 小野寺 淳 小林 香代子平山 優 小野寺 淳 小林 香代子
富谷 齊藤 きえ子 内ヶ崎 清子 中山 耕一齊藤 きえ子 内ヶ崎 清子 中山 耕一齊藤 きえ子 内ヶ崎 清子 中山 耕一
県沿岸地域 _4R 会長 幹事 会計

石巻 齋藤 昌彦 相澤 満 片岡 章記齋藤 昌彦 相澤 満 片岡 章記齋藤 昌彦 相澤 満 片岡 章記
東松島 村上 廣志 及川 潔 高橋 建一村上 廣志 及川 潔 高橋 建一村上 廣志 及川 潔 高橋 建一
石巻中央 阿部 浩 小野 信男 松川 幸代阿部 浩 小野 信男 松川 幸代阿部 浩 小野 信男 松川 幸代
女川 加藤 忠雄 佐藤 昌弘 伊藤 俊加藤 忠雄 佐藤 昌弘 伊藤 俊加藤 忠雄 佐藤 昌弘 伊藤 俊
石巻東 阿部 正春 森田 茂 木村 強行阿部 正春 森田 茂 木村 強行阿部 正春 森田 茂 木村 強行
石巻日和 阿部 和芳 松田 弘美 加藤 俊治阿部 和芳 松田 弘美 加藤 俊治阿部 和芳 松田 弘美 加藤 俊治
石巻桃生 千葉 豊記 大森 秀一 岩倉 宏千葉 豊記 大森 秀一 岩倉 宏千葉 豊記 大森 秀一 岩倉 宏
石巻河南 狩野 光明 和田 重悦 西條 信一狩野 光明 和田 重悦 西條 信一狩野 光明 和田 重悦 西條 信一
石巻河北 相澤 力 髙橋 吉一 青山 久栄相澤 力 髙橋 吉一 青山 久栄相澤 力 髙橋 吉一 青山 久栄
石巻めぐみ野 狩野 悌一 伊藤 清彦 生出 正勝狩野 悌一 伊藤 清彦 生出 正勝狩野 悌一 伊藤 清彦 生出 正勝
南三陸志津川 佐藤 克哉 沼倉 博希 阿部 雄一佐藤 克哉 沼倉 博希 阿部 雄一佐藤 克哉 沼倉 博希 阿部 雄一
気仙沼 佐藤 悟 谷村 明信 生駒 正博佐藤 悟 谷村 明信 生駒 正博佐藤 悟 谷村 明信 生駒 正博
佐沼 河内 敏弥 高橋 明広 佐々木 雅之河内 敏弥 高橋 明広 佐々木 雅之河内 敏弥 高橋 明広 佐々木 雅之
中田 日下 俊 鮱名 修 及川 伸哉日下 俊 鮱名 修 及川 伸哉日下 俊 鮱名 修 及川 伸哉
県北地域 _5R 会長 幹事 会計

古川 豊嶋 正人 猪股 昭一 門脇 紀雄豊嶋 正人 猪股 昭一 門脇 紀雄豊嶋 正人 猪股 昭一 門脇 紀雄
鹿島台 松田 正敏 沼澤 政敏 伊藤 宏松田 正敏 沼澤 政敏 伊藤 宏松田 正敏 沼澤 政敏 伊藤 宏
小牛田 村松 秀雄 大友 新 渡邊 哲哉村松 秀雄 大友 新 渡邊 哲哉村松 秀雄 大友 新 渡邊 哲哉
涌谷 山本 要 最上 真 木村 邦夫山本 要 最上 真 木村 邦夫山本 要 最上 真 木村 邦夫
古川古城 渡邊 三郎 小山 好典 山村 駿二渡邊 三郎 小山 好典 山村 駿二渡邊 三郎 小山 好典 山村 駿二
栗原若柳 阿部 朝男 千葉 鉄夫 柳瀬 新二阿部 朝男 千葉 鉄夫 柳瀬 新二阿部 朝男 千葉 鉄夫 柳瀬 新二
栗駒 千葉 毅 高橋 美紀子 芳賀 康雄千葉 毅 高橋 美紀子 芳賀 康雄千葉 毅 高橋 美紀子 芳賀 康雄
古川中央 佐藤 講英 遠藤 康之 小塚 世将佐藤 講英 遠藤 康之 小塚 世将佐藤 講英 遠藤 康之 小塚 世将
志波姫 白鳥 康弘 堀内 敦 佐藤 清幸白鳥 康弘 堀内 敦 佐藤 清幸白鳥 康弘 堀内 敦 佐藤 清幸
高清水 武田 剛 高橋 正浩 木村 拓郎武田 剛 高橋 正浩 木村 拓郎武田 剛 高橋 正浩 木村 拓郎
築館 菅原 勝直 千葉 清 佐藤 あき子菅原 勝直 千葉 清 佐藤 あき子菅原 勝直 千葉 清 佐藤 あき子
加美 阿部 哲男 中鉢 順一 渡邊 信子阿部 哲男 中鉢 順一 渡邊 信子阿部 哲男 中鉢 順一 渡邊 信子
石越 石田 綾夫 猪股 研 金 治信石田 綾夫 猪股 研 金 治信石田 綾夫 猪股 研 金 治信

ライオンズクラブ国際協会 332-C 地区
2016~2017 年度　ガバナー

332-C地区 今期キャビネット名誉顧問（歴代ガバナー）

心と心
真の奉仕

世のため
人のために
We Serve

輝ける未来に
向けて
ウィサーブ

ウィサーブ
新たな世紀に
新たな挑戦

We Serve

次代へつなごう
奉仕の心

明るく楽しく 
We Serve

Ｗe serve 
more heartily
我々は、
より心をこめて奉仕する

自己研鑽と
創意工夫で
未来に繋ごう

絆をさらに
強めて、
愉しい活動を！

普遍の奉仕

叡智と情熱で、
奉仕に感動を！

ライオネスクラブ 婦人を持って組織されるクラブ 古川ライオネスクラブ
レオクラブ 青少年によって組織されるクラブ 東北福祉大学レオクラブ

平成 28 年 11 月　L−１グランプリⅡ（災害炊き出し訓練）を勾当台公園 市民広場公園にて開催

平成 29 年 4月 100周年レガシー・プロジェクト
「カンボジアに中学校を建てよう」平成 28 年 11 月　台風 10 号による豪雨災害で大きな被害を受けた岩手県岩泉町への支援

平成 28 年 6 月 熊本地震災害・支援物資搬送

日本においては、3,094 のクラブと12万人以上の会員がいます。宮城県［332-Ｃ地区］においては67の
クラブと約 2,000人の会員で構成され、県内外、各地で年間数多くの例会・委員会活動・奉仕活動を通し、
地域の皆様との交流を深め、より良い地域づくりへの一助となるよう活動を行っています。

支部クラブ

クラブ支部プログラムに
基づいて組織されている
クラブ

仙台シティLC 仙台わかば支部
蔵王 LC 蔵王さくら支部
石巻 LC 石巻アゼリア支部

宮城県のライオンズクラブ

ライオンズクラブ創立100周年 記念

10:00 〜 11:50　代議員会....................................仙台国際センター展示棟
12:00 〜 13:00　チャリティー コンサート..............東北大学萩ホール
13:30 〜 15:30　大会式典........................................東北大学萩ホール
16:00 〜 17:30　ガバナー晩餐会.......................仙台国際センター展示棟

332-C 地区キャビネット事務局 〒 980-811 仙台市青葉区一番町 2-5-5　一番町中央ビル603号 TEL：022-398-3904  E-mail：332-c@lions-clubs.jp

2016-2017　大会スローガン　 あの山を越えるのはあなた 
ガバナー L．岩本 政郁　 
●大会委員長 L．小池 總明　
●キャビネット幹事 L．菅原 博　
●キャビネット会計 L．佐藤 明

東北大学アイバンク支援

    川畠成 道
ヴァイオリンミニコンサート

元国際理事

菊地 伸治
仙台青葉ＬＣ

1987～1988 年度

地区ガバナー

錦戸光一郎
仙台エコーＬＣ

1980 ～1981年度

地区ガバナー

大津 東一郎
多賀城ＬＣ

1999 ～2000 年度

地区ガバナー

千葉 正勝
仙台萩ＬＣ

2000 ～2001年度

地区ガバナー

小池 總明
仙台青葉ＬＣ

2006 ～2007年度

地区ガバナー

志賀 重信
塩釜ＬＣ

2008 ～2009 年度

地区ガバナー

田畑 英伍
仙台五城ＬＣ

2010 〜2011年度

地区ガバナー

中嶋 慶次
栗原若柳ＬＣ

2011〜2012 年度

地区ガバナー

佐藤 義則
蔵王ＬＣ

2012〜2013 年度

地区ガバナー

林 昭兵
仙台エコーＬＣ

2013〜2014度

地区ガバナー

鈴木 俊一
利府ＬＣ

2014 〜2015 年度

地区ガバナー

石川 達雄
石巻めぐみ野ＬＣ

2015 〜2016 年度

地区ガバナー

仙台青葉 LC

人 に 、地 域 に 、
そして世界に心を込めて、

332-C 地区 今期スローガン

（クラブ数・会員数は 2017 年 2 月現在）

松尾 伸彦



※これは実際の約50%のサイズです

「人のためになることを始めるまでは成功したとはいえない」というメルビン･ジョーンズの個人的信条は、世界中の公共心ある人々を導く理念となりました。

仙台市 _1R 会長 幹事 会計

県南地域 _2R 会長 幹事 会計

県央地域 _3R 会長 幹事 会計

県沿岸地域 _4R 会長 幹事 会計

県北地域 _5R 会長 幹事 会計

ライオネスクラブ 婦人を持って組織されるクラブ

レオクラブ 青少年によって組織されるクラブ

ライオンズクラブ100年の歴史
1917年の創設
　1917 年、アメリカ・シカゴにおいて、メルビン・ジョーンズにより、
ライオンズクラブが誕生しました。それから100 年、ライオンズク
ラブ国際協会は 46,000 を超えるクラブで活躍する140 万人以上の
会員を擁する世界最大の奉仕クラブ組織に発展し、地域社会の改
善に力を合わせようという創設当初と同じシンプルな考えのもとに、
世界各地で無数の奉仕を行っています。

1920年：国際化への流れ
　創設から 3 年後、カナダに 1 つ目のライオンズクラブが設立され、
ライオンズは国際的な団体となりました。1952 年には日本におい
て東京ライオンズクラブが誕生するなどヨーロッパ、アジア、アフ
リカの世界各地で新しいクラブが結成され、ライオンズは国際的
な発展を遂げました。 

1925年：失明の根絶 
　米国オハイオ州シーダーポイントにおけるライオンズクラブ国際
大会で講演をしたヘレン・ケラーがライオンズに対し、「暗闇と
闘う盲人の騎士」となるよう呼びかけました。それ以来、私たちは
失明者など視覚障害者への援助に力を注いでいます。

1945年：国々の連合
　国際団体の理想は、国連との持続的な関係によって裏付けられ
ます。ライオンズは国際連合が協力を求めてきた最初の非政府組
織の一つとして国際連合憲章の起草に助力しました。それ以来、
国連の仕事をサポートしています。

1957年：青少年プログラムを組織
　1950 年代後半、世界中の青少年がボランティア活動を通して能
力を引き出せる機会を提供する目的で、私たちはレオ・プログラム
を組織しました。現在世界 140 か国以上にある 5,700 のレオクラ
ブで、およそ144,000 人のレオ会員が活動をしています。

1968年：ライオンズの財団創設
　ライオンズクラブ国際財団は世界規模及び地域で行われる大規
模な人道奉仕事業に取り組むライオンズを援助しています。財団を
活用してライオンズは、地域の、そして世界各地のニーズを満たし
ています。

1990年：視力ファーストに着手
　視力ファーストの活動を通じてライオンズ会員は、世界規模で視
力の回復と失明の予防に取り組んでいます。視力ファーストは失明
の主な原因である白内障、トラコーマ、河川盲目症、小児失明症、
糖尿病性網膜症、緑内障と戦っています。

2017年現在：100周年を迎えます
　ライオンズクラブ国際協会は日々奉仕のミッションの対象を、地
域社会と地球上のあらゆる場所へと広げています。ニーズは大きく、
それらに応えるべく私たちは視力、保健、青少年、高齢者、環境、
災害救援等、幅広い奉仕を行っています。ライオンズの国際規模
のネットワークは 212 の国々及び地域をつなぐものへと広がってい
ます。

平成 28 年 11 月　L−１グランプリⅡ（災害炊き出し訓練）を勾当台公園 市民広場公園にて開催

平成 29 年 4月 100周年レガシー・プロジェクト
「カンボジアに中学校を建てよう」平成 28 年 11 月　台風 10 号による豪雨災害で大きな被害を受けた岩手県岩泉町への支援

平成 28 年 6 月 熊本地震災害・支援物資搬送

日本においては、3,094 のクラブと12万人以上の会員がいます。宮城県［332-Ｃ地区］においては67の
クラブと約 2,000人の会員で構成され、県内外、各地で年間数多くの例会・委員会活動・奉仕活動を通し、
地域の皆様との交流を深め、より良い地域づくりへの一助となるよう活動を行っています。

支部クラブ

クラブ支部プログラムに
基づいて組織されている
クラブ

宮城県のライオンズクラブ

●
●
●

    川畠成 道
ヴァイオリンミニコンサート

ライオンズクラブ ロゴ

宮城県においても、2016 年に結成された東北福祉
大学レオクラブが活発に活動をしています。

宮城県においてもその交付金は様々なシーンで活用
されています。特に東日本大震災の援助には、財団
より 20 億円以上の援助金が寄せられました。

現在、332-C 地区（宮城県）において、100 周年を
記念して「眼鏡リサイクルセンター」の構想に着手して
います。

この欄の広告についてのお問い合わせはこの欄の広告についてのお問い合わせは

ヘレン・ケラーから白い杖まで

ニーズがあるところに、ライオンズがいる
　ライオンズクラブが力を合わせれば、問題は小さくなります。そして、地域は住みやすくなっていきます。なぜなら、それが地域
社会であろうと世界のどこかであろうと、私たちは比類ない誠意と活力をもって、求められるままに援助の手を差し伸べるからです。

ライオンズクラブ国際協会は、47,079 のクラブと 140 万人以上の会員を擁する世界最大の奉仕クラブ組織
　ライオンズは、最も効率的な奉仕組織でもあります。ライオンズは地域社会を支援するために必要なことは何でもします。私たちは
どこで奉仕をしようとも、親睦を築きます。眼鏡を必要とする子供たち、十分な食料がない高齢者、そして一度も出会うことのない
かもしれない人 と々も親睦を築きます。

ライオンズクラブ創設者ライオンズクラブ創設者
メルビン・ジョーンズ

2016 〜 2017 年度国際会長
ボブ・コーリュー



　
４
月
７
日
、T
K
P
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
仙
台
勾
当
台
に
お

い
て
、第
３
回
会
長
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
１
部
は

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
武
者
眞

博
L
の
進
行
で
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
副
幹
事
平
嶋
敬
義
L
の
開

会
宣
言
で
始
ま
り
ま
し
た
。続

い
て
、岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
、

竹
下
直
義
第
１
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
、原
田
善
征
第
２
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
、会
員
維
持
増
強・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
の

笠
原
公
平
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
な
い
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ

り
告
知
が
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
会
員
維
持
増
強・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
の

中
川
満
副
委
員
長
の
進
行
で

始
ま
り
、岩
本
ガ
バ
ナ
ー
が
挨

拶
し
、竹
下
第
１
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、原
田
第
２
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
閉
会
の
挨
拶
で
終

了
し
ま
し
た
。

岩本政郁ガバナー

L菊地 伸治
元国際理事

L竹下 直義
第１副地区ガバナー

名誉顧問挨拶・
GMT地区コーディネーター

L鈴木 俊一

L原田  善征
第２副地区ガバナー

L菅原  博
キャビネット幹事

会員維増強・
エクステション委員会
L笠原 公平委員長
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第3回 クラブ会長交流会
4月7日　TKPガーデンシティ仙台勾当台



「次なる山を目指して」
～New Mountains to Climb～

株式会社 サクセス・アンリミテッド仙台
〒981-3102  仙台市泉区向陽台 3丁目 27-12
TEL：022-372-9794  FAX：022-372-6928
e-mail：smi@sendai-smi.com     ホームページ：http://www.sendai-smi.com

私たちは、SMI を通じて、人々・企業・組織・団体の「夢実現」に献身する会社です

　　　　　　　　　　　　  倉林 三四郎（仙台エコーライオンズクラブ）

2017.5
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グループ
ディスカッション



　
考
え
方
や
話
し
方
な
ど
が
前
後
、
中
心
が
き

ち
ん
と
順
序
だ
っ
て
い
る
こ
と
。

　
前
文
、
主
文
、
末
文
を
整
え
る
姿
勢
は
書
く

た
め
の
基
礎
で
あ
り
、
基
本
で
あ
る
こ
と
は
誰

し
も
承
知
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
い
い
こ
と
を

考
え
、
い
い
こ
と
を
話
そ
う
と
心
掛
け
て
も
、

現
実
と
な
る
と
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
「
う
ま

く
言
え
な
い
言
葉
」
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ン
を
持

ち
、
書
き
始
め
て
何
と
か
考
え
て
い
る
こ
と
を

紙
面
、
特
に
原
稿
用
紙
の
マ
ス
目
を
一
字
一
字

埋
め
て
い
き
ま
す
。
思
う
気
持
ち
や
感
動
を

ぶ
っ
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
は
、
小
学
校
か
ら
学
習
指
導
要

領
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
強
化
を
図
り
、「
倫

理
的
思
考
力
」
を
養
う
学
習
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
人
間
の
成
長
と
と
も
に
生
き
る
世
界
の

概
念
も
、
読
ん
で
世
界
を
拡
げ
、
話
し
て
世
界

を
聞
き
、
書
い
て
世
界
を
創
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
あ
り
ま
せ
ん
。
歳
を
重
ね
、
豊
か
な
経
験

が
考
え
る
力
を
一
層
増
長
し
ま
す
。
思
考
す
る

頭
脳
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
ま
す
。
善
し
悪
し
の
分

別
、
判
断
も
随
所
に
適
切
に
示
さ
れ
ま
す
。
人

生
を
育
む
い
か
な
る
場
面
も
、
意
識
し
て
努
力

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
歩
し
成
長
し
ま
す
。
人

が
考
え
た
り
、
行
な
っ
た
り
す
る
事
柄
の
条
理

は
、
道
理
で
あ
り
分
別
で
あ
り
ま
す
。

　
国
際
人
を
目
指
す
私
た
ち
は
ク
ラ
ブ
運
営
や

活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
分

別
あ
る
言
動
が
信
頼
関
係
の
基
で
あ
り
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
進
展
変
化
の
著
し
い
現

今
社
会
に
お
け
る
「
奉
仕
」
の
担
い
手
と
し
て

言
動
の
自
覚
と
責
任
を
共
通
に
持
ち
合
う
こ
と

で
す
。

　
先
達
が
踏
襲
し
て
き
た
古
代
ロ
ー
マ
の
「
法

の
精
神
」
は
、
必
要
に
応
じ
変
え
て
き
た
こ
と

で
す
。
世
界
の
国
々
が
そ
れ
ぞ
れ
各
々
の
情
勢

進
展
の
動
き
に
敏
感
に
し
な
や
か
に
応
じ
、
改

善
、
改
革
を
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
時
代
の

動
き
、
社
会
の
変
化
が
進
む
な
か
で
、「
何
を

保
存
」
し
「
何
を
変
え
る
か
」、
正
し
く
把
握
し
、

そ
れ
を
実
行
す
る
大
胆
な
行
動
力
が
望
ま
れ
ま

す
。「
何
を
試
す
べ
き
か
」
に
対
し
、
国
際
協

会
の
姿
勢
は
「
で
き
る
こ
と
す
べ
て
」
で
す
と

解
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
過
去
、
現

在
、
未
来
を
見
通
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
取

り
巻
く
情
報
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
る
こ
と
が
根
拠
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
共
通
の
理
念
を
持
ち
合
い
協

調
す
る
心
を
大
切
に
し
、「
思
考
・
提
言
・
実

行
・
反
省
」
の
過
程
を
尊
重
し
て
参
る
べ
き
で

す
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
哲
学
）

と
し
て
の
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
自
覚
す
る
こ
と
で

す
。

　
今
や
、
I
T
時
代
（
高
度
情
報
通
信
技
術

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
）、
公
正
で
正
確
な
情
報

と
総
合
的
な
判
断
力
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
が

必
須
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
生
活
、

仕
事
の
し
く
み
や
内
容
を
変
え
ま
し
た
。
伝
票

整
理
や
調
べ
る
能
力
も
優
れ
、
す
べ
て
ス
ピ
ー

ド
化
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
の
は
、
人
間
ら

し
さ
（
創
造
性
）、
考
え
方
の
豊
か
さ
（
応
用

多
様
性
）、
言
動
の
柔
軟
さ
（
協
調
性
）
で
す
。

　
30
年
前
、
地
元
新
聞
の
年
賀
広
告
に
「
自
分

を
知
り
、
相
手
を
正
し
く
理
解
す
る
」
と
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
関
係
す
る
文
献
の
な
か
で
、

特
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
遺
訓
が
2
人
の
賢
人
の

言
葉
で
し
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
「
汝
・
自
ら

を
知
れ
」。
タ
レ
ス
は
「
何
が
一
番
難
し
い
か

…
…
」「
自
分
を
知
る
こ
と
」
と
言
い
、「
容
易

な
こ
と
」
は
「
他
人
を
忠
告
す
る
こ
と
だ
」
と

言
い
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　
入
会
以
来
50
年
、
入
会
時
の
決
意
は
「
わ
が

選
ん
だ
途
に
悔
い
な
し
」、
努
力
、
研
鑽
を
重

ね
て
い
く
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。「
ウ
ィ
・
サ
ー

ブ
」
の
尊
い
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、「
経
験
」
と

「
実
践
」
か
ら
得
ら
れ
た
「
基
本
的
考
え
方
」
が
、

奉
仕
活
動
の
奉
仕
す
る
心
を
動
か
す
源
泉
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
哲
学
と
し
て
の
ラ
イ

オ
ニ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
、
奉
仕
す
る
心
の
根
底

に
誇
り
と
慶
び
を
感
じ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ひ
た
す
ら
、
例
会
に
出
席
、
奉
仕
に
参
加
、

哲
理
に
感
動
、
友
情
に
涙
し
、
こ
よ
な
く
ラ
イ

オ
ニ
ズ
ム
を
愛
し
続
け
る
現
況
で
す
。

元国際理事
L菊地　伸治
（仙台青葉クラブ）

理論的思考力
論理（logic）的思考力となれば、極めて難解な哲学の世界の話となる。文章を
書く時には、「起承転結」（漢詩）つまり、物事や文章の順序の組み立てのことで
ある。これが整っている文章や随筆を読むときは、心地よいものである。毎月
のように温故知新に登場する菊地伸治元国際理事のエッセーは、見事な文章
と内容に感動されているライオンも多いと思う。

ライオンみやぎ編集委員

故温 知新第11回
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岩
手
、福
島
、山
形
か
ら
も
遠
征
、250

名
の
児
童
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
第
22
回

仙
台
高
砂
ラ
イ
オ
ン
ズ
C
U
P
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

332
│
C
地
区
第
3
R
第
1
Z
の
相

澤
文
彦
Z
C
は
じ
め
、各
ク
ラ
ブ
代
表

の
皆
さ
ま
に
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
ご
出

席
頂
き
、ご
協
賛
賜
り
ま
し
た
こ
と
あ

ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第２２回仙台高砂ライオンズCUPサッカー大会
■日時／2017年3月18日㈯・19日㈰　■場所／仙台市立田子小学校
■参加者／会員全員協賛・参加チーム16チーム　児童250名・保護者・指導者

　
し
ば
た
桜
ま
つ
り
開
催
に
伴
う
白
石
川
河

川
敷
清
掃
（
年
次
大
会
記
念
ア
ク
ト
）
を
行

い
ま
し
た
。

白石川河川敷清掃
■日時／2017年3月12日㈰　午前９時～11時30分
■参加／L7名

仙台高砂LC
第3Ｒ 第1Ｚ

柴田LC
第2Ｒ 第1Ｚ
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選手宣誓を受ける石川光次郎L健闘を称え表彰状授与 中野正志L

合同アクティビティ基金献金 3月献金者 ＬＣＩＦ献金3月献金者

L.岩本 政郁
仙台青葉LC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

12 8

L.田畑 英伍
仙台五城LC

金　額
100,000

年次大会ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ指定

L.山口 克宏
仙台広瀬LC

金　額
50,000

L.平山　優
塩釜中央LC

金　額
50,000



　
5
R
│
2
Z 

で
は
、去
る
3
月
20
日
㈪
８：

30
よ
り
、「
伊
豆
沼・内
沼
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、晴
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、強
風

が
吹
く
肌
寒
い
中
、伊
豆
沼
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
10
数
名
の
会
員
の
方
々
が
、和
気
あ
い
あ

い
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
活
動
致
し
ま
し
た

こ
と
を
報
告
致
し
ま
す
。

伊豆沼・内沼クリーンキャンペーン

補充桜の木植樹

■日時／2017年3月20日㈷　8：30～
■参加LC（5R-2Z）／栗原若柳・栗駒・古川中央・志波姫・高清水・築館・加美・石越

■日時／2017年3月29日㈬

5R-2Z
合同ACT

川崎LC
第2Ｒ 第2Ｚ

第１４回「町から少年犯罪をなくす標語コンクール」
■日時／2017年3月18日㈯

利府LC
第3Ｒ 第1Ｚ

　
当
ク
ラ
ブ
で　
毎
年
、利
府
町
内・三
中
学

校
を
対
象
に「
町
か
ら
少
年
犯
罪
を
な
く
す

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
入
賞
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
の
表
彰
式
を

３
月
18
日
㈯
に
行
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

と
め
る
べ
き　
あ
な
た
は
い
じ
め
の
目
撃
者

　
小
渡　
啓
介
さ
ん（
利
府
西
中
１
）

◆
優
秀
賞

犯
罪
は　
未
来
の
自
分
を
無
く
す
道

　
二
瓶　
胡
桃
さ
ん（
利
府
中
１
年
）

迷
い
の
手　
断
る
勇
気
で
明
日
変
わ
る

　
小
関　
紗
世
さ
ん（
し
ら
か
し
台
中
2
年
）

見
た
く
な
い　
犯
罪
を
す
る
君
の
目
を

　
柴
田　
眞
央
さ
ん（
利
府
西
中
２
年
）

川崎小学校にて
川崎小学校校長（写真・前列左）と共に

富
岡
小
学
校
に
て
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盛況！ＪＪコンサート
■日時／2017年3月26日㈯

　
4
月
1
日
、小
雨
の
降
る
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、

仙
台
青
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
し
て
、N
P
O
法
人
宮
城
ろ
う
重
複
連
絡
会
そ

よ
か
ぜ
広
場
の
施
設
建
設
の
た
め
の
募
金
活
動

を
、14
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で
、参
加
人
数
は
仙
台

青
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
8
人
、宮
城
ろ
う
重
複

連
絡
会
そ
よ
か
ぜ
広
場
7
人（
子
供
5
人
含
む
）で
、

ザ・モ
ー
ル
仙
台
長
町
店
様
の
ご
指
定
さ
れ
た
場

所
で
無
事
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
お
店
の
通
路
な

の
で
、雨
に
濡
れ

る
こ
と
も
な
く
外

部
の
雑
音
も
な
く
、

子
供
た
ち
も
安
心

し
な
が
ら
で
き
て

あ
り
が
た
い
」と
保

護
者
は
喜
ん
で
下

さ
い
ま
し
た
。

（
記：仙
台
青
雲
L
C・L
小
泉
知
加
子
）

NPO法人宮城ろう重複連絡会そよかぜ広場の募金活動支援
■日時／2017年4月1日㈯　■参加／L8名・他7名
■場所／ザ・モール仙台長町店

石巻アゼリアクラブ支部
第4Ｒ 第1Ｚ

仙台青雲LC
第1Ｒ 第3Ｚ

◆入会動機・抱負─スポンサーの奥様とは、学生の頃より慕って姉のよ
うな方。この度、御主人の小野さんから入会の誘いを受け、お仲間に
加わえていただくこととなりました。

　御縁で学びの場を得ますことを大変光栄に思います。
　人生のステップアップを楽しんでいけたら幸いです。
◆スポンサーから─誠実でガンバリ屋で、多趣味の持ち主です。
　当クラブとしては、若手のホープとして組織の運営に積極的に取り組

んでもらえると期待しているところです。

石巻中央LC
L.奥田 江利子
入会日 2017年3月28日
会長／L.阿部　浩
スポンサー／L.小野 信男

フレッシュライオン

　
3
月
26
日
、石
巻
ゼ
リ
ア
ク
ラ
ブ
支
部
は

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｊ
コ

ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
た
。Ｊ
Ｊ
さ
ん
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
出
身
で
栃
木
県
在
住
。
来
日
し
て

30
年
、日
本
各
地
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
家
。

歌
声
に
は
定
評
が
あ
り
、ギ
タ
ー
演
奏
で
ジ
ャ

ズ・歌
謡
曲
を
感
情
豊
か
に
歌
い
上
げ
る
。

　
前
売
り
券
の
販
売
を
第
1
ゾ
ー
ン
内
の
各

ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
ほ
ぼ
完
売
、200
席
用

意
し
た
会
場
は
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
冒
頭
、相
澤
利
子
会
長
は
会
員
以
外
の
聴

衆
に
向
け
、盲
導
犬
育
成
資
金
獲
得
カ
ン
パ

な
ど
、こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
を
紹
介
し
入

会
を
促
し
た
。今
回
の
Ｊ
Ｊ
コ
ン
サ
ー
ト
は

活
動
資
金
獲
得
の
た
め
の
初
興
行
事
業
で
あ

り
、ご
来
場
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　
親
ク
ラ
ブ
で
あ
る
石
巻
Ｌ
Ｃ・齋
藤
昌
彦
会
長
の
祝
辞
、Ｊ
Ｊ
さ
ん
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
の
あ
と
、早
速
コ
ン
サ
ー
ト
に
移
っ
た
｡

　
コ
ン
サ
ー
ト
は「
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
」に
始
ま
り
、「
季
節
の
中
で
」な
ど
次
々

と
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
な
が
ら
歌
っ
た
。Ｊ
Ｊ
さ
ん
は
流
暢
な
日
本
語
で
聴

衆
に
語
り
掛
け
、笑
い
を
誘
い
な
が
ら「
ス
タ
ン
ド・バ
イ・ミ
ー
」、「
愛
の

ま
ま
で
」な
ど
次
々
と
感
情
豊
か
に
歌
い
続
け
た
。途
中
、15
分
の
休
憩
を

は
さ
み
、予
定
さ
れ
た
全
14
曲
を
歌
っ
た
。聴
衆
は
時
に
は
手
拍
子
を
打
ち
、

時
に
は
共
に
合
唱
し
て
場
を
盛
り
上
げ
た
。最
後
の
曲
は「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」で
あ
っ
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
、ア
ン
コ
ー
ル
の
大
声
に
応
え
て
、と
っ
て
お
き
の
歌
を
熱

唱
し
、終
演
し
た
。会
員
の
2
人
か
ら
Ｊ
Ｊ
さ
ん
と
ギ
タ
リ
ス
ト
の
稲
沢
さ

ん
に
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、閉
会
し
た
。

　
閉
会
後
、出
口
で
Ｊ
Ｊ
さ
ん
、稲
沢
さ
ん
、ア
ゼ
リ
ア
ク
ラ
ブ
員
総
出
で

お
客
さ
ん
を
お
見
送
り
し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
感
激
の
面
持
ち
で

Ｊ
Ｊ
さ
ん
の
手
を
握
り
、「
よ
か
っ
た
」「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
交
わ

し
、会
場
を
後
に
し
た
。　　
　
　
（
感
想
記：東
松
島
Ｌ
Ｃ・Ｌ
佐
々
木
章
）
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ライオンズクラブ創立100周年を記念した「ライ
オンズクラブ国際協会332-C地区第63回地区年

次大会」は、地区のライオンの皆さんと共にとても感
動的な時間を共有でき
ました。感動的な記念コ
ンサートと大会式典が
開催され、竹下ガバナー
エレクトや原田第一副
地区ガバナーが誕生し、
ライオンズは次の100年に向けて動き始めました。ガバ
ナー晩餐会もとても盛大に開催され、地区全体で100周
年を祝いました。
　そんな素晴らしい年次大会において、参加者の中でと
ても話題になったのが、岩本ガバナーからの素敵な記念
品です。岩本ガバナーの趣向を凝らしたとても粋なお計
らいによるオリジナルの記念品でした。そして、100周
年を飾るにふさわしい大会記念誌もあり、とても心に残
る年次大会の記念となりました。岩本ガバナーありがと
うございました！

地区のみんなで100周年を祝いたいとオリジ
ナルで作成された「シャンパングラス」。とても
素敵な記念品でした。

ライオンズクラブ
創立100周年を祝って
岩本ガバナーから
素敵な記念品!

岩本ガバナーの思いが詰まった記念品でした。

100周年を記念誌て製作された「大
会記念誌」。ガバナーカラーがとて
も美しいデザインと内容でした。

ガバナースローガンが入った「オリジナル
緑茶」。とても美味しいお茶です。 なんと、シャンパンやお茶のお

供にと、おつまみまで用意して
頂きました！

100周年を記念誌て製作された「大

ライオンズクラブ国際協会332-C地区 第63回地区年次大会
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2017年 4月度 会員数 1,953 名マンスリー集計表
332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会

出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 0 0 1 2 11 11 0 0 11 0 2 2 58.3
仙 台 中 央 グ リ ー ン 2 25,000 0 0 35 35 0 0 35 11 7 10 85.7
仙 台 五 城 4 162,000 1 17 56 55 0 1 54 18 10 20 38.2
仙 台 い ず み 2 95,000 0 0 44 46 0 0 46 3 0 0 86.9
仙 台 東 1 14,256 1 54 28 31 0 0 31 8 7 7 63.3
仙 台 泉 中 央 0 0 0 0 12 19 0 0 19 6 4 4 89.4

2

仙 台 青 葉 5 633,000 0 0 45 53 1 0 54 19 10 16 92.5
仙 台 広 瀬 1 10,000 1 20 22 23 0 0 23 1 0 0 67.3
仙 台 萩 1 50,000 0 0 35 40 0 0 40 10 8 11 89.6
仙 台 瑞 鳳 0 0 0 0 17 17 0 0 17 6 5 5 71.4
仙 台 杜 0 0 1 12 31 32 0 0 32 13 12 14 58.3
仙 台 シ テ ィ 3 150,000 1 4 35 38 0 0 38 11 6 8 81.6
仙 台 ガ イ ア ウ ェ ー ブ 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0

3

仙 台 エ コ ー 6 269,256 0 0 96 101 0 0 101 42 30 52 64.8
仙 台 宮 城 野 0 0 0 0 19 19 0 0 19 0 0 0 71.8
仙 台 第 一 0 0 0 0 10 10 0 0 10 6 4 5 100
仙 台 青 雲 4 338,000 3 71.5 23 22 1 1 22 6 1 1 57.1
仙 台 コ ア 1 20,000 3 26 19 21 1 0 22 8 4 9 83.3

リ ジ ョ ン 小 計 30 1,766,512 12 206.5 541 573 3 2 574 168 110 164

2

1

名 取 2 40,000 1 12 54 54 0 0 54 7 8 9 37.7
亘 理 0 0 0 0 24 22 0 2 20 6 6 6 43.3
岩 沼 0 0 0 0 29 26 0 0 26 6 7 7 51.4
柴 田 5 53,000 0 0 21 22 1 0 23 3 0 0 45.6
大 河 原 1 21,000 0 0 19 31 1 0 32 10 10 10 45.2
丸 森 0 0 0 0 9 14 0 0 14 4 4 4 75
山 元 0 0 1 7 22 27 0 0 27 10 9 9 69.4

2

白 石 0 0 0 0 12 11 0 1 10 0 0 0 90
蔵 王 3 11,060 1 10 27 29 0 0 29 13 5 8 100
川 崎 2 20,000 1 9 29 33 0 0 33 12 11 11 100
白 石 益 岡 1 100,000 0 0 16 16 0 0 16 7 7 8 100
村 田 0 0 0 0 17 17 0 0 17 4 4 5 100
七 ヶ 宿 2 2,368 0 0 6 9 0 0 9 2 2 2 57.1

リ ジ ョ ン 小 計 16 247,428 4 38 285 311 2 3 310 84 73 79

3

1

塩 釜 3 165,000 2 25 29 23 2 0 25 6 6 9 75
多 賀 城 2 32,377 3 22 41 42 0 0 42 10 11 11 74.1
七 ケ 浜 0 0 1 2 20 19 0 0 19 7 6 6 88.4
仙 台 高 砂 2 20,000 1 10 32 30 0 0 30 10 11 13 64.7
仙 台 い わ き り 1 5,000 1 16 33 33 0 0 33 9 9 9 54.1
利 府 0 0 1 10 18 18 0 0 18 8 3 5 100
仙 台 ニ ュ ー ポ ー ト 0 0 1 2 15 15 0 0 15 3 4 4 73.3

2
大 和 エ コ ー 2 34,966 1 36 27 28 0 0 28 3 4 4 60.4
塩 釜 中 央 0 0 0 0 15 14 0 0 14 6 4 6 93.7
富 谷 0 0 0 0 30 29 0 0 29 9 7 9 73.3

リ ジ ョ ン 小 計 10 257,343 11 123 260 251 2 0 253 71 65 76

4

1

石 巻 1 150,000 2 80 60 60 1 0 61 22 7 10 100
東 松 島 0 0 0 0 45 47 0 0 47 15 14 19 69.6
石 巻 中 央 1 32,400 2 24 27 26 1 0 27 8 7 13 100
女 川 0 0 0 0 12 13 0 0 13 0 0 0 76.9
石 巻 東 0 0 0 0 17 17 0 0 17 6 6 6 100
石 巻 日 和 0 0 1 6.5 14 13 0 0 13 5 3 3 100
石 巻 桃 生 1 12,000 1 7 27 28 0 0 28 13 11 13 0
石 巻 河 南 2 350,000 2 27 38 39 0 0 39 17 16 18 100
石 巻 河 北 0 0 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 66.6
石 巻 め ぐ み 野 0 0 0 0 46 44 0 0 44 19 11 23 0

2

南 三 陸 志 津 川 0 0 0 0 55 55 0 0 55 17 16 18 100
気 仙 沼 2 100,560 1 32 81 82 0 1 81 6 3 3 28.3
佐 沼 0 0 0 0 40 43 1 0 44 11 10 12 58
中 田 0 0 0 0 19 19 0 0 19 7 7 7 0

リ ジ ョ ン 小 計 7 644,960 9 176.5 490 495 3 1 497 149 114 148

5

1

古 川 0 0 0 0 59 57 0 0 57 15 15 15 69.5
鹿 島 台 0 0 0 0 12 12 0 0 12 3 3 3 91.6
小 牛 田 1 50,000 0 0 5 4 0 0 4 0 0 0 62.5
涌 谷 2 38,000 2 19 56 62 0 1 61 23 23 23 71.7
古 川 古 城 0 0 0 0 11 11 0 0 11 3 3 3 100

2

栗 原 若 柳 1 25,000 1 16.5 41 44 0 0 44 14 10 15 60.3
栗 駒 0 0 0 0 20 20 0 0 20 10 5 5 76.6
古 川 中 央 0 0 0 0 13 14 0 1 13 3 0 0 84.6
志 波 姫 0 0 1 9 29 30 0 0 30 14 11 11 81.5
高 清 水 0 0 0 0 17 17 0 0 17 7 5 5 76.4
築 館 0 0 0 0 23 23 0 0 23 9 6 6 64.7
加 美 1 0 1 4 17 17 0 0 17 4 0 0 61.7
石 越 1 30,000 1 10 10 10 0 0 10 0 0 0 95

リ ジ ョ ン 小 計 6 143,000 6 58.5 313 321 0 2 319 105 81 86
332-C 合計 69 3,059,243 42 602.5 1,889 1,951 10 8 1,953 577 443 553
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ライオンみやぎ
2016～2017年
第42巻〈11〉2017. 5

編集後記　ライオンズクラブ創立100周年を記念する第63回地区年次大会は盛大に、そして厳かに終
わった。岩本ガバナーのこの1年間の活動は、332-C地区の歴史の中に輝かしい実績と功績を残した。8
大目標は、ほぼ完遂に近い。最後まで苦しんだのが会員増強であった。これも6月末までには2000名に届
きそうである。岩本ガバナーのこの1年間の活動に対して、心から称賛の拍手を惜しみなく送りたい。
 ライオンみやぎ編集委員会

　
第
₆3
回
地
区
年
次
大
会
が
無
事
終
了
し
て
、東
北
大
学

「
萩
ホ
ー
ル
」の
下
方
に
あ
る
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
展
示

棟
に
集
合
し
た
。あ
の
広
い
ホ
ー
ル
が
、所
狭
し
と
ば
か

り
に
大
人
数
で
膨
れ
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。乾
盃
の
音
頭

の
挨
拶
の
前
に
ビ
ー
ル
の
栓
が
抜
か
れ
て
テ
ー
ブ
ル
に
は

酒
が
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。4
時
30
分
過
ぎ
、

岩
本
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
が
あ
り
、乾
盃
と
な
れ
ば
こ
の
晩

餐
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
、参
加
し
た
各
ラ
イ
オ
ン

の
顔
は
今
年
度
一
生
懸
命
奉
仕
し
た
と
い
う
満
足
感
が
ど

の
ラ
イ
オ
ン
の
顔
に
も
満
ち
て
い
た
。

　
最
後
に
、「
あ
の
山
を
越
え
る
の
は
あ
な
た
」を
和
田
ア

キ
子
の「
あ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
」の
替
え
歌
で

合
唱
し
た
。
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332-C地区 第63回年次大会  仙台国際センター展示棟 1F
ガバナー晩餐会


